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●

〔高知県内の過疎市町村〕

【位置】高知県のほぼ中央に位置し、高知市から西に車で１時間ほど。
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1．須崎市の概要

【人口・世帯数】22,598人・9,011世帯（H27国勢調査速報、高知県）
【行政面積・人口密度】

135.44㎞2（東西25㎞・南北13㎞ ）・166.8人/㎞2 （H27国調ベース）
【特産品等】

カンパチ・鯛・ハマチ(養殖漁業)・イセエビ、ミョウガ・キューリ・花卉等
セメント・木材 、鍋焼きラーメン

須崎市

●

高知市
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➢昭和50年度：須崎市公共下水道基本計画を策定

➢昭和51年度：下水道法事業計画認可取得（昭和61年度より下水道整備着手）

➢平成7年度：終末処理場の一部完成、大間分区 (45ha) の供用開始。

その後、面整備ができていない（雨水対策を優先したため）。

➢平成18年度：事業計画区域343haを、57haに縮小する事業計画変更を実施。

➢平成25年度：「高知県下水道経営健全化検討委員会」のモデル都市のひとつとして、
下水道事業に関する課題を抽出（主催：高知県－内閣府支援）

➢平成26年度：「下水道施設の更新・包括的運営管理に係る検討調査」で、具体的な経
営改善策を検討（国土交通省 総合政策局支援）

➢平成28年度：B-DASHプロジェクト「ＤＨＳシステムを用いた水量変動追従型水処理
技術実証研究」採択により、水処理施設のダウンサイジングの実証研究
に着手（国土交通省 国土技術政策総合研究所 所管事業）。昨年度、２
年間の実証研究を無事終了。

：PFI法第６条に基づく「民間提案」を受付。

2．公共下水道事業の経営改善策の検討経緯
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公共下水道事業の経営改善策の検討経緯

➢平成28年度：「須崎市公共下水道等運営事業の事業手法及び事業化検討調査」を実施
し、受理した民間提案の有効性を確認（国土交通省 総合政策局支援）

➢平成29年度：Ｈ28年度民間資金等活用事業調査費補助事業による運営事業対象施設の
資産評価を実施（内閣府 PFI推進室支援）

：対象施設の資産評価結果を踏まえ、本年2月に須崎市公共下水道施設等
運営事業の実施方針を公表

➢平成30年度：本年8月に募集要項等を公表し、須崎市公共下水道施設等運営事業にかか
る優先交渉権者の選定手続き開始。



6

行政人口は、合併当時および昭和30年代の初めには約35,000人程度であったが、少子高

齢化が進行し、人口減少に歯止めがかからない状況が続いている。平成22年4月1日には、

過疎市町村(過疎法第2条第1項)に指定された(高知県内34市町村のうち28市町村)。

年齢3区分人口の推移と将来推計
産業振興計画検討委員会資料

3．行政人口の推移


